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「ネットスケープ モジラプロジェクト(B)」 
 

2001年7月、サンフランシスコの有名ナイトクラブが2年間の改装を経て完成した。「DNA

ラウンジ」と名づけられたナイトクラブのオーナー、ジェイミー・ザウィンスキー(Jamie 5 

Zawinski)は笑いながらこう語った。「たしかに遅れたし、予算もかなりオーバーしたよ。そ

れでも、モジラほどは遅れなかったがね」 

 

ザウィンスキーが去った 1999 年 4 月以後も、以前ほどの注目は浴びなくなったものの、

モジラプロジェクトは地道に継続された。ネットスケープ社を買収した AOL 社は、モジラ10 

プロジェクトに対する支援をネットスケープ時代と同様に継続的に続けた。AOL 社が支援を

続けるいくつか理由がある中で、もっとも考えられうるのはマイクロソフト社がインターネ

ットエクスプローラー(IE)をプラットフォームにして、hotmail や MSN といったインター

ネット上でのコンテンツサービスにも力を入れ始めたことへの対抗策ということがあった。

そもそも、AOL とマイクロソフトは非常に近い関係で、密接なアライアンスも結んでいた。15 

AOL はインターネットエクスプローラー(IE)を推奨ブラウザとする代わりに、AOL アイコ

ンを IE に埋め込みさせ、IE のユーザであればワンクリックで AOL に加入できる手軽さを

武器に新規顧客を得ていた。同時にマイクロソフトにとっても、IE を広げる上で AOL のコ

ンテンツサービスと AOL の大きな顧客基盤は非常に魅力的であった。しかし、マイクロソ

フトが IE のシェア獲得だけにあき足らず、AOL の独壇場であったコンテンツサービスを提20 

 供しようとすると、2 社の関係はまるでかわってしまった。AOL がどちらかといえばインタ

ーネット初心者にむけて丁寧なコンテンツサービスや操作容易なインターフェイスを提供し
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